
 

日 時： 10 月 30 日（金）13：3０～ 

場 所： W409 室（ハイフレックス開催）

＊大学院生については対面参加のみ可とします＊ 

 

報告者： 江 靖砥氏（北大 D1）
 

【研究報告】 

 

 

   出席ご希望の方は、教育研究支援センター民事法部門宛、前日迄にご連絡ください    
【連絡先】        minjiho<at>juris.hokudai.ac.jp  （<at> を ＠ に変えてください） 

 



 

刑事法研究会  
日  時： 10 月 31 日（土）１４時～

場  所： W２０３室（ハイブリッド開催） 

  

【研究報告】 

 「強盗罪の承継的共同正犯について」 

報告者:中田 翔太氏（北大准教授）
 

 

【研究報告】 

「景品表示法における課徴金納付 

命令制度と不当な利得の剝奪」 

報告者：松原 和彦氏（白鴎大学教授） 

 



 

日 時： 11 月 13 日（金）13：3０～ 

場 所： W409室（ハイフレックス開催）
＊大学院生については対面参加のみ可とします＊ 

 

報告者： 横路 俊一氏（北大教授）
【研究報告】 

 「民事訴訟法２４８条適用の諸問題」 
            参考文献             

・東京地判令和 7年 4月 25日判時 2644号 73頁 

・春日偉知郎「『相当な損害額』の認定」ジュリスト 1098号 73頁（1996年） 

・平井宜雄「民事訴訟法第二四八条に関する実体法学的考察」 

『現代企業法学の研究＝筑波大学大学院企業法学専攻十周年記念論集』（信山社、2001年）455頁 

 

   出席ご希望の方は、教育研究支援センター民事法部門宛、前日迄にご連絡ください    
【連絡先】        minjiho<at>juris.hokudai.ac.jp  （<at> を ＠ に変えてください） 

 



 

刑事法研究会  
日  時： 11 月 14 日（土）１４時～

場  所： W２０３室（ハイブリッド開催） 

 【研究報告】 

  

報告者: 宋 楽為氏（北大 M2）

【研究報告】 

―最近のドイツの判例を通じての展望―」

報告者：小名木 明宏氏（北大教授） 

 



 

刑事法研究会  
日  時： 11月 21日（土）１４時～

場  所： W２０３室（ハイブリッド開催） 
  

【研究報告】 

    「共犯者自白に対する補強法則の 

適用可能性に関する一考察」 

報告者:  趙 思玄氏（北大M2）
 

【研究報告】 

「イギリス刑法における共犯の 

処罰範囲をめぐる近時の議論状況」 

報告者： 横濱 和弥氏（北大教授） 
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